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イベント概要 

 
[企業名]  マネックスグループ株式会社  
 
[企業 ID]  8698 
 
[イベント言語] JPN 
 
[イベント種類] 決算説明会 
 
[イベント名]  2023 年 3 月期第 2 四半期決算 アナリスト向け説明会 
 
[決算期]  2022 年度 第 2 四半期  
 
[日程]   2022 年 10 月 28 日  
 
[ページ数]  38 
  
[時間]   17:30 – 18:19 

（合計：49 分、登壇：31 分、質疑応答：18 分） 
 

[開催場所]  インターネット配信 
 
[会場面積]  500 ㎡ 
 
[出席人数]   
 
[登壇者]  2 名 

社長 CEO     松本 大 （以下、松本） 
取締役兼代表執行役 Co-CEO 兼 CFO 清明 祐子（以下、清明） 
 

[アナリスト名]* 三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券 辻野 菜摘 
モルガン・スタンレーMUFG 証券  長坂 美亜 
UBS 証券     岡田 大毅 
SMBC 日興証券    原 貴之 
 

*質疑応答の中で発言をしたアナリストの中で、SCRIPTS Asia が特定出来たものに限る 
 

  



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

2 
 

登壇 

 

松本：本日はありがとうございます。マネックスグループの 23 年 3 月期第 2 四半期の決算説明会になりま

す。 

全体でいうと事業ポートフォリオの分散がうまく効いておりまして、リスクオンのとき仮想通貨が儲かり、

リスクオフのときには米国金利で儲かり、為替が動いてもそれで為替の収益も上がるし、当社グループ全体

のこのレベニューの中身とか、あるいはバランスシートを見ても、ドル建てのものが半分までいかない、3
分の 1 から半分の間、40%とかですね。あるので、為替もそういうのもプラスに働いたりとか、いろいろと

事業ポートフォリオの分散が当社グループにおいて効いていると、そういった印象が強い結果になっており

ます。 

それでは最初、私の方から一番冒頭の概要をお話しして、そのあと、清明から細かいところをお話するとい

うような順番で進めていきたいと思います。 

 

当社の目指す三つの姿というのは、生涯バランスシートの最良化、分散された事業ポートフォリオ、そうい

うものを作りながら持続的なキャッシュフローをちゃんと産んでいくんだと。それを実現するために M＆A
とかも使いながら、ビジョンを描き、M＆A を行い、それを実現する、そういう人材の経営、経営力があっ

てやっているというところは変わっておりません。 
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今期のハイライトです。 

日本においてはアセマネモデルのアセマネモデル化の進捗が進んでいると。TradeStation、アメリカにおい

ては先だってのマーケティング戦略の転換によって広宣費の大幅な削減が、抑制が行われて、一方で金利の

上昇がプラスに働き、その風を受けているといった形になっておりまして、収支が大きく大幅に改善してい

ます。 

Coincheck はマーケットはいまいちぱっとしませんけれども、引き続き De-SPAC によるアメリカ NASDAQ
市場への上場の準備を進めております。 
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ハイライトとしては、やはりアメリカが、このグラフでわかりますように、営業利益で黒字化、黒転、黒に

戻りまして、金利の上昇によるものが 970 万ドル。先ほど申し上げたマーケティングの見直しによる費用の

抑制が 890 万ドルで、全体で 1,860 万ドルの収支改善になっています。 

今の為替で言うと、26 億とか 27 億円とかになると思います。足元で見ると、大幅にこのように営業利益が

改善している状況であります。 

 

今申し上げたように、金利収益と広宣費の抑制が大変大きな目玉になるクォーターです。このページ左側は

金利収益、米国金利による収益。これは TradeStation の方で 28 億ドルのカスタマーキャッシュと呼ばれる

ものがありまして、それについて発生する金利が基本的にわれわれのものになると、金利収入が。 

これ実は日本セグメント、マネックス証券でも似たようなことが起きておりまして、9 億ドル。900 ミリオ

ンドルぐらいですかね。9 億ドルのやっぱりカスタマーキャッシュのようなものがありまして、このそれぞ

れ日本 9 億ドル、アメリカ 28 億ドルに対する金利収入が、われわれのものになると。 

下にその実額は書かれております。これは当然平残というか、で表しておりますので、今のアメリカの金利

が今、最近では一番高いわけですから、足元が。しかもこれから上がっていくということは、この先はここ

に書いてあるものよりもさらに強くなっていくであろうと言えるわけで、これが大変大きいと。 

広宣費は、右にありますように、TradeStation における方針の転換により、クォーターオンクォーターで 16
百万ドルから 7 百万ドルへの減少で、円貨で言うと約 10 億円の広宣費の減少になっています。 

Coincheck の方でも同様に、マーケットの状況に合わせて広宣費を削減しておりまして、この二つによっ

て、金利収入は米国と日本セグメント。広宣費の圧縮は米国とクリプトセグメントと。ここらへんが大きな

営業利益全体、営業利益とか EBITDA 等の、大きな改善のドライバーになっております。 
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Coincheck の方は、中間持ち株会社であるオランダの Coincheck グループ、CCG を米国 NASDAQ に上場す

る SPAC と合併させて上場させるという計画は着々と進んでおります。 

こちらはバイデン大統領が 3 月 8 日にエグゼクティブオーダーを出して、それに応える形で 9 月中に各政府

部からホワイトハウスに対してデジタル通貨の国家戦略についての投信が行われて、その中でデジタル通

貨、クリプト暗号資産等は重要なイノベーションであると、米国がしかもそこでリーディングポジションを

取るべきであると。 

ただし、ユーザー保護とかはやらなければいけないと。そういった答申が出たわけです。それを受けて、若

干 Climate も変わっておりまして、SEC の姿勢とかも若干緩和しているようにも見えておりまして、その中

でしっかりとこの De-SPAC 上場は計画を進めているところでございます。 

そうすることで今後、アメリカに NASDAQ に上場させて、Coincheck 日本をもとにして、その上にある

Coincheck グループがグローバル展開をすると。そういった方針に変わりはございません。 
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税前利益で見ますと、第 1 四半期、第 2 四半期のどちらも約 10 億円になるんです。一番右から一つ手前

に、このアメリカにおける方針転換での除却費がありますが、この方針転換に伴いマーケティング費用が大

幅に削減されています。これが約 15 億円ございまして、これがなかりせば税前利益も第 1 四半期に比べて

15 億円ぐらい良かったというような形になります。 

当然、これは一過性のコストでありますから、これからの期については、この部分の影響はなくなる形にな

ろうかと思います。 
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当社全体の株式価値については、ここに書いてあるような SOTP で、イメージを持っておりまして、どのよ

うな計算をしたかはこのプレゼンテーションの一番後ろの方、最後から 2 ページぐらい手前に、どのような

前提で計算されているかが書かれておりますので、ご参考にされてください。 

当社としてはフェアバリューと、ここには書いております。そこにマネックスグループ 8698 の株価が収斂

していくように、いろいろな形で、様々な形で取り組んでいきたいと考えております。 

それでは、ここからは清明から業績についてご説明を申し上げます。 

 

清明：マネックスグループの清明でございます。私からは、2023 年 3 月期第 2 四半期の連結業績についてご

説明申し上げます。 

まず、業績のハイライトでございます。 

当四半期は株式市場も、暗号資産市場も低調でございましたが、米国の金利上昇によりまして、日米セグメ

ントにおきまして、米ドル預かり金運用益の増加。それから、日本セグメントにおきまして為替のボラティ

リティ上昇に伴う FX 収益の増加。こちらが連結利益に寄与いたしまして、税引前四半期利益は 10 億円とな

っております。 

主要 3 セグメントに関しましては、日本は引き続き安定的に推移しておりまして、セグメント利益 23 億

円。米国は先ほど松本からもご説明しました通り、戦略転換が奏功しまして、営業利益で黒字回復しており

ます。 

クリプトアセット事業につきましては、市場低迷の影響でセグメント損失となっていることが当四半期のハ

イライトになっております。 
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こちらが、当四半期の連結 PL、前四半期との比較でございます。 

こちらは営業収益、金融費用及び売上原価等、控除後の営業収益でございますが、前四半期比 5%増の 185
億 1,300 万円となりました。米国セグメントにおきまして、金融収支や委託手数料が増加したことが主な要

因となっております。 

販管費につきましては、米国セグメントとクリプトアセット事業セグメントにおきまして広告宣伝費をコン

トロールしていることに伴いまして、前四半期比 4%減の 172 億 2,600 万円となっております。 

なお、米国セグメントにおきまして、アクティブトレーダーにより一層フォーカスをすると、していこうと

いう戦略転換したことに伴いまして、一部の固定資産を除却処理および減損処理しておりまして、約 15 億

円がその他の費用に計上しております。 

その結果、税引前四半期利益は前四半期比 8％減の 9 億 9,600 万円、一番下、一方 EBITDA につきまして

は、前四半期比 91%増の 35 億 2,500 万円となりました。 
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14 ページ、セグメント別の内訳でございます。 

左側、日本セグメントは、株式市場は厳しかったものの、FX 収益の増加、それから米ドル預かり金の運用の

収益の増加。こちらによりまして増収で着地しておりまして、利益面につきましては営業利益ベースで増益

となっております。 

米国セグメントも、米国金利上昇に伴い金融収支が大幅に増加したことによりまして、増収となっておりま

す。 

それから米国セグメント広告宣伝費、上から 3 段目になります。こちらを大幅に抑制しております。その結

果、6 四半期ぶりに営業黒字を回復しております。 

なお、先ほど申し上げました一過性の費用 15 億円につきましては、その他の費用に入っております。

EBITDA、米国セグメント、ご覧いただきますと大幅に EBITDA が増加している形になります。 

一方、クリプトアセット事業セグメントは、暗号資産市場が低迷しておりまして、市況に合わせて広告宣伝

費も大きく抑制はしておるのですが、減収減益となっております。 

アジアパシフィックセグメントは、マーケティングをやや強化したものの、株式市場の低迷の影響が大き

く、前四半期比で減収減益となっております。 

一方、投資事業セグメントにつきましては、複数の投資先のアップラウンド調達があったことから、評価益

をいくつか計上しておりますので、増収増益となっております。 
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15 ページ以降で、主要 3 セグメントの収益と費用をご説明申し上げます。 

まず、日本セグメントでございます。 

全体では前四半期比 5%。約 5%増の 77 億 4,400 万円となっております。日本株、米国株ともに株式市場が

低調だったなか、委託手数料、グラフの一番下でございます。委託手数料は健闘いたしまして、全四半期比

でもプラス 1,500 万円で着地しております。 

また、米国金利上昇によりまして、米ドル預かり金の為替スワップ等による運用益が増加しております。ま

た、為替相場が大きく変動していることにより FX 収益も増加したことから、上から 3 段目の FX 債権関連収

益、こちらが大きく増収となっております。 

さらに、3 年ほど前から推進しておりますアセマネモデルに伴いまして、投資信託関連収益は引き続き順調

に成長している形です。 
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次に、16 ページ、日本の費用でございます。 

日本セグメント前四半期比、全体では約 6%増の 67 億 8,200 万円となりました。 

人員増加によりまして人件費は増加しているものの、それ以外の費用につきましては適切にコントロール、

全体的に費用はコントロールできていると考えております。 

 

17 ページ、米国セグメントの収益でございます。 
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米国の金利上昇に伴いまして、金融収益が米ドルベースで 80%増と大幅に増加しております。上から 2 段目

になります。 

また、ボラティリティはこの当四半期、前四半期と比較しまして、VIX、下落はしているのですが、また、

かつ下げ相場で株式取引量は減少したものの、TradeStation のコアのお客様でありますアクティブトレーダ

ーによる先物取引やオプション取引は増加したことから、委託手数料、およびその他の受け入れ手数料、い

ずれも増加になっております。 

これらの結果、営業収益全体では約 22%増の 6,512 万ドルとなっております。 

 

米国の費用でございます。 

先ほど申し上げました通り、戦略の変更、それから市場環境への対応によりまして、広告宣伝費を大幅に抑

制いたしました。また、先だってのこの戦略転換に伴いまして、2022 年 8 月には約 100 名の人員を削減し

ております。この人員削減に伴う退職金が、これも一過性の退職金になり、210 万ドルが人件費の中に含ま

れております。 

これらの結果、販管費全体では前四半期比約 10%減の 6,162 万ドルとなっております。 

以上の結果、営業利益が黒字という形になりました。 
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クリプトセグメントでございますが、こちらは収益です。19 ページでございます。 

暗号資産市場および暗号資産の価格自体も低迷していたことで、取引量および取引金額が減少いたしました

ことから、トレーディング損益は大幅に減収となっております。また、NFT 市場も当四半期低調だったた

め、その他の収益も減少しております。 

以上の結果、営業収益は前四半期比 51%減の 15 億 6,300 万円となっております。 

 

クリプトアセット事業セグメントの費用でございます。 
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低調な市況に合わせて、広告宣伝費を前期よりもさらに削減いたしました。35%ほどを削減いたしておりま

す。そういった形で適切にコストをコントロールしております。 

また、De-SPAC 上場関連の専門家報酬が当四半期は減少しておりまして、販管費全体では前四半期比約

30%減の 18 億 9,000 万円に抑制できました。しかしながら、収益の落ち込みの影響が大きく、営業赤字に

なっております。 

 

6 カ月の比較につきましては割愛させていただきたいと思いますが、セグメントで見ますとご覧いただきま

す通り、やはり真ん中のクリプトアセット事業セグメント、当期に入りまして市場が厳しいこともありまし

て、こちらの減収減益幅が大きいという形になります。 
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最後に、株主還元でございます。 

今日同日発表させていただいておりますが、中間配当は 7.8 円と、一株当たり 7.8 円とさせていただきま

す。こちらは、還元方針に基づきまして 7.8 円で発表させていただきました。 

以上、私からは連結業績のご説明をさせていただきました。 

 

松本：それでは、私から簡単にビジネスのアップデートをして、それから質疑応答に入りたいと思います。 
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まず、日本セグメントでございます。 

これは春に手数料を低くした、競争力のあるものにしたことと、最近買収したチャットブックと協力して、

デジタルマーケティングを推し進める等で売買代金シェアも、わずかずつではありますけれども、伸びてき

ており、また新規口座開設数も伸びている状況でございます。 

 

アセマネモデルの推進ということで、日本株委託手数料への依存度を下げていこうと。このグラフにありま

すように、量を含みながら順調に進んでいるように見えます。 
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33 ページです。 

投資信託につきましては、そのアセマネモデル化を進める上で積立投信が大変重要になるわけです。これが

順調に伸びておりまして、月間の積立金額でも 89 億円にまで伸びてきており、こういった積立投信をさら

にさらに伸ばしていきたいと考えております。 

米国株は、大変重要なわれわれのサービスでございます。マーケットの影響で売買手数料が減り、ただし、

先ほど清明からも申し上げたとおり、米ドルの預かり金に対する運用による金融収支が当社に帰属すること

で、その部分が大きく伸びているのが見ていただけると思います。 

 

あと、当社はウェルス・マネジメントビジネスに大変力を入れております。マネックス証券内に PB 事業

部、プライベートバンクの PB ですね、PB 事業部を去年の今頃ですか作って、10 月の頭にそれを分社化い

たしました。マネックス PB 株式会社といたしました。 

その MPB と外部の IFA との協力を含めまして、この富裕層向けのビジネス、ウェルス・マネジメントビジ

ネスが、このグラフにありますように、とても順調に伸びているところでございます。 
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また、マネックスアセットマネジメント社の AUM もこの 1 年間で 2 倍弱伸びておりまして、金融機関向け

の私募投信もあります。基本は個人投資家向けの ON COMPASS シリーズ、ラップアカウントですね。オン

ラインのものと、地方金融機関さん等を通したハイブリッドのものと合わせて、あとはマネックスアクティ

ビストファンド等でしっかりと伸びて、大変いい伸び方をしています。 

この ON COMPASS につきましては、この右に書いてありますように、サービス開始 6 周年です。1 年以上

継続した人の 99.9%が損益でプラスであるとか、このような形で運用の中身も、サービスだけではなくて運

用の中身もしっかりしておりまして、順調に伸びております。 

これらウェルス・マネジメントビジネスとアセットマネジメントビジネスをしっかり伸ばしていくことが、

アセマネモデル化を進める上でも大変重要であるので、そこをしっかり取り組んでいるところでございま

す。 
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米国につきましてはサラっといきます。 

VIX に関係なくしっかりと売買が出て、特にオプションとか先物が好調で伸びていること。 

 

あるいは、37 ページ、フェデラル・ファンド・レートが階段状に上がってきています。この上がっている過

程で、今、一番右にあるような金利収益がございまして、今この次の期は、この金利がボトムであり、そこ

からさらに上がるかもしれないということでありますから、金利収益が引き続き好調であろうことがわかろ

うかと思います。 
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転換後の TradeStation の戦略です。 

38 ページに書いてありますように、しっかりと洗練されたトレーダーに対する良いサービスの提供。それ

が、もともと TradeStation が強かったわけですけれども、そこにしっかりと戻る、われわれが一番強いとこ

ろに戻る。そこをさらに大きくしていくと中長期的に考えると当然、収益を多く生み出す口座を、お客様を

増やしていくことは大変重要です。 

一時期拡大戦略をしたわけですが、この局面においては、得意なアクティブトレーダーのところをしっかり

と強くすることで、しっかりとした PL を出すようにしたい。一旦そこをしっかりと立て直して、ちゃんと

した利益をマーケットにも見せながら、その上にまた API 連携とかいろいろございますので、顧客基盤を強

く大きくしていきたいと考えております。 
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Coincheck につきましては、このページにありますように、何をもってナンバーワンというか難しいんで

す。こいいういろいろなものを見ると日本でナンバーワンであると、ナンバーワンのポジションであると言

えると思います。 

  

NFT につきましては、昨日の日経新聞さんの記事とかでも 90 数%下がっているとか、いろいろあります。

取引量等が、Coincheck におきましては、ここに書いてありますように、世の中がすごい勢いで下がってい

るなかで、当然 Coincheck の NFT ビジネスも小さくなったんですけれども、それでも下がり方は他社、世

の中に比べると限定的であるという形になっております。 
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また、メタバースであるとか、Web3 にも力を入れております。Oasis TOKYO、KYOTO、MARS といった

ものをしっかり今進めておりまして、世界的にも大変強い Animoca Brands としっかりとタッグを組んでお

ります。そこでみんなが欲しいような大変価値のある、プレシャスな NFT をわれわれが仕入れて、その

Animoca Brands の NFT を Coincheck が仕入れて、日本では Coincheck が売るとか、そういう立場、立ち位

置関係をしっかりと強めております。 

こういった形で、今、現時点におきましては、メタバース、Web3 というものは、すぐにお金になるわけで

はないですけれども、投資金額は限定的であるし、われわれにとっての投資金額は限定的であるし、一方で

これは、前から申し上げているように、戦後の渋谷駅前みたいなものなので、そこをしっかりと安いときに

入って、その街を作っていくことでいろいろな形の収益を上げていくことができる。東急さんみたいな話で

すね。そういうことをわれわれは目指しております。 
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Web3 はやっぱり大変重要でして、この Web3 のエコシステムを Coincheck、マネックスグループ

Coincheck が中心となって作っていこうと考えております。Coincheck Labs を通していろいろな形での

Layer1 とか、そういった部分に対しても投資であるとか、メンタリングであるとか、いろいろな形でこのエ

コシステムを作っていくことを引っ張っているところでございます。 

  

43 ページ、これは Coincheck の上に Coincheck グループを作り、NASDAQ に上場させて、何をしていくん

ですかと。グローバルに Coincheck は日本のビジネス、Coincheck グローバルはオランダの会社であり、そ
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のもとにグローバルに展開していく。そのなかには、ここにあるように、オンランプサービスであるとか、

Web3 のものであるとか、いろいろな新しいエコシステムをしっかりと作っていくと。 

その仮想通貨トレーディングから、Coincheck は始まってるわけです。それを土台に、Coincheck グループ

を作り、アメリカに NASDAQ に上場し、NASDAQ 上場株というカレンシーを持って、それで才能を採用

し、いろいろなビジネスをときに買収も含めて作って、グローバルな仮想通貨トレーディングに限らない、

新しいクリプト、ブロックチェーン、Web3 というキーワードで作られる新しいエコシステムをグローバル

に作って、新しいそういう領域でグローバルにビジネスを作り運営し、利益を上げていこうというのが、わ

れわれのプランでございます。 

 

アジア・パシフィックはあまり申し上げることがないです。投資事業セグメントマネックスベンチャーズ

は、引き続き順調に育っておりまして、このプレゼンテーションの最後の方にもポートフォリオ企業のご紹

介とかございます。 

9 月には東京都が公募をしていた「国際金融都市・東京」構想 2.0 における「ソーシャルインパクト投資フ

ァンド」の GP を公募していたわけです。それのコンテストというか、それに勝ちまして、マネックスベン

チャーズがもう 1 社さんと共同パートナーという形で、そういった形で提案をしたんですが、東京都のこの

ソーシャルインパクト投資ファンドの GP に選ばれてございます。 
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STEAM 教育とゲノム、全ゲノムを使ったヘルスケアサービス、これもそんなにお金をかけずに今進めてお

りまして、STEAM 教育の方はすくすくと育てているんですけれども、またしっかりと、ご報告ができるタ

イミングがあろうと思います。 

GENEX、ゲノムプラットフォーム事業の方は、現在ミトコンドリア病の患者様向けに、実証事業として 1 万

円で全ゲノム検査ができるというものを始めたんです。Within a few months、数カ月以内に、どんな個人の

方でも全ゲノムの検査ができるというものを、安価な形でサービスを提供を始めたいと考えておるところで

ございます。 
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ESG、当社の ESG スコアリングは、去年の夏頃から今年の春にかけて大幅に改善したわけですけど、引き

続きそれを進めております。統合報告書でのいろいろな対応とかを進めつつ、実際の本業の中でもマネック

ス SP 信託とマネックス証券の協力によって、「たすく株」とか「つむぎ」という株式投資をやられている

方が将来認知症になったときに備えたサービスといった、大変ニーズの高いサービスも開発して提供をして

いるところでございます。 

今日、まずはここまでで、説明を終えさせていただきまして、この後は皆様からいただいているご質問にお

答えしたいと思います。  



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

27 
 

質疑応答 

 

松本 [A]：では、チャットの方で既にご質問いただいているので、そちらからまずはご説明をしていきたいと

思います。 

まず、辻野さんからの質問です。 

こちらは、ほとんどというか、ほぼ全部、トレーディング量が減ったことでございます。基本的に仮想通貨

についてはポジションを取っておりません。ごくわずか NFT の方は仕入れて売るという、先ほど申し上げた

ように、Animoca Brands のものを仕入れて売るとかですね。 

仕入れて売るということをしているので、在庫があればマーク to マーケットが発生するわけですけれども、

極めて小さい額でございまして、ご質問にお答えすると、もうほぼ全てが、トレーディングアクティビティ

が減ったため。ポジションマネジメントの要因はほぼないと申し上げられます。 

次は、長坂様からのご質問です。 

TradeStation、収益性重視の戦略に転換し、今期中に税前黒字回復を目指す旨公表済みだけれども、今回の

数字で営業利益以下で発生した一時費用 15 億円の、なかりせば目標達成が可能だったと見受けられると。

下期に向けた収益性向上に向けた手応えを教えてほしい。 

おっしゃる通りでして、15 億円がなかりせば、税前利益で 20 億円ぐらいだったということです。金利収入

の方はずっとこの 3 カ月間 3.25%だったわけではないから、次四半期以降の発射台は高くなるわけですよ

ね。もちろん平残額が減ることもありえます。減るというのはどういうことがあるかというと、お客様がお

金のパーキングではなくて株を買いに行くためにお金を使うと、そのカスタマーキャッシュ量が減るわけで

すけど、そうすると金利収入も減るわけで、そういったものはありますけれども、金利自体はそういうこと

がありうるけれども、逆もあるわけです。 

金利はまだ下がることはないと思いますから。発射台が高くなっていると、しかももっと上がるかもしれな

いと。マーケティング構成比等は今やっているのがほぼ通常運行のレベルで、人の整理はもう終わっていま

すし、そう考えると下期については営業利益に限らず、税前利益全てのラインにおいて、しっかりと利益を

出していくことには大変強い手応えがございます。 

今後、収益性向上では、やっぱりアクティブトレーダー層をさらに取り込んでいくことが大変重要であるの

で、引き続き、オプションとか先物が好調なので、その辺りのお客様を他社から。特にシュワブさんとか

TD アメリトレードさんとか、どうしても先物オプションの部分のサービスが、フォーカスがそうじゃない

方に行っているので逆にアクティブトレーダー向けの部分を若干弱くなっているところをしっかり、お客様

とってくるのが重要ではないかと考えています。 

清明 [A]：補足一つだけさせていただきますと、人件費につきましても 8 月に 100 名ほど削減をしておりま

して、それに関わる退職金、第 2 クォーターで 2.1 ミリオン計上しておりますが、これも今後は発生しませ

んというのと、削減を 8 月にしておりますので、もう少し人件費のベースというのはあの下がっているかな

と思っております。 

一方で、預かり金。お客様の預かり金の運用のところにつきましては、37 ページに記載の通り、10 月から

一部、多くをお預け入れをいただいているお客様に関しましては、金利収益を一部還元することがございま

す。先ほど松本が申し上げました通り、金利上昇を全部享受している。これまで段々で、階段上で上がって

きておりますので、このへんも踏まえますとお客様に一部返すものの、まだ金利上昇分を全て取り込んでい

るわけではないということで担っているかなと思っております。 
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松本 [A]：長坂様から次のご質問です。 

NFT ビジネスにおいて様々なプロジェクトを展開しているけれども、この価値はどのように評価しているか

と。事業環境が厳しい中で投資を継続していくのか、あるいは、現在の事業環境は投資機会として好機であ

ると考えているのか、ということです。 

先ほどちょっと先回りしてお答えしたような形になっているかもしれません。われわれの NFT ビジネスまわ

り、NFT とかメタバースとか、その投資金額は限定的です。 

一方で、私たちは今は好機であると考えております。Animoca Brands も今、すごい。10 億ドル規模のファ

ンドを今、レイズを始めたと聞いていますし。やっぱり、もちろん一方で、いろいろなところで、クリプト

関係で昨日も一つ、マイニングの会社が利払いできないなんて発表があったとか、いろいろあります。そう

いうことが一方で起きている。 

そこで、よくあるそのバランスシート調整みたいなのが起きているわけですね。でも一方で、目ざといとこ

ろは今がチャンスだというので Web3、NFT。Web3、NFT、メタバースってほぼ同義に近いと思うんです。

Web3 を動かすためのプロトコールが NFT であり、それの場がメタバースであるみたいな、そんな感じだと

思うんです。この部分はすごいチャンスがあると。値段もこなれたし、これから先ほどエグゼクティブオー

ダーに対する方針の話もしました。これからチャンスであると考えているプレイヤーはいっぱいいるんです

ね。 

われわれも同じように考えていてただし、われわれ上場企業であるし、しっかりと投資方法、投資を丁寧に

考えて、投資金額をコントロールして、そこにちゃんと張っていこうということを今やっているのが Oasis 
TOKYO 、KYOTO、MARS であり、様々な NFT ものの仕入れと販売とかそういった形になっております。 

それから、原様から 3 問ほど来ております。 

米国で発生している構造改革費用は具体的にどのような要因なのか、ということです。 

これは、アクティブトレーダーじゃないお客様向けを多く取ろうとして、いろいろな、アクティブトレーダ

ーじゃない普通のお客様、案外、初心者なんですね。そういった方々をとっていこうという部分についての

いろいろな開発があったわけです。それを一旦止めたので、そこでの償却が発生したということなので。そ

ういう費用については、もう一過性のものであるので、今後の税前黒字化のコミットについては、先ほども

もう既に申し上げたように、しっかりと実現できると考えております。 

2 問目、短期金利の上昇に伴って、顧客の預かり金そのものに減少インパクトは生じないのでしょうか。リ

スクを取らなくても金利収益を投資家が享受できる市場環境かと思います。 

アメリカにおいては例えばチャールズ・シュワブとか、インタラクティブローカーズとかの数日前とかに、

先週とかに出ている決算発表を見ると、金利収益がもうすごいわけですよね。 

彼らの金利収益の比率というものは全体の収益に占める、TradeStation よりも遥かに大きいという感じなん

ですね。アメリカにおいてはそんな感じで、金利が上がればブローカーは儲かるというのがもう常識であり

ます。 

で、顧客の預かり金が減る要因というのは、他に行って預金して金利を稼ごうではなく、なぜならばこれは

アクティブトレーダーの皆様なので、アクティブトレーダーの人は年間で 3%儲けようなんて思ってないん

ですね。だから、預かり金を減らして、銀行へ持って行っても、今は年間で 3%もつかないですかね。ヘッ

ドファンドが 3.25%だから 2.5%とか、そんなものだと思うんですけど、そんなの狙ってないんですね。 

彼らは、トレーディングで儲けてやると思っているわけなので、金利のために預かり金を抜いて銀行とかに

持っていくってことは普通しないです。その代わり、先ほど申し上げたように、今がチャンスだ、この株を



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

29 
 

買うんだということで預かり金を使って株を買いに行く。そういった形で預かり金が減少することはありま

す。 

ただ、われわれの今までの経験でいうと、トレーダーの方っていうのは必ずある程度パーキングするんです

ね、キャッシュを。その、いいところで買わなければいけないので、常にパンパンにポジションを取らない

で、常にこう買付余力を持ちながら、トレーディングをしていくというのが、日米通した、われわれの経験

であるので、そう考えると、先ほど申し上げたように、預かり金減ることはあり得て、すぐ買い場が来れば

多分減るとは思うんです。でもそれは限定的であると考えています。 

逆に、買い場だと思えば、もっと買おうと思ってお金を持ってくるので、外からですね。それの一部分がや

っぱりパーキングされるので、そういうふうに考えると、そんなには減らないんじゃないのかとか、増える

んじゃないのかなと思います。 

問いの 3 番です。Coincheck 赤字となっており、現在の市場環境で高い期待を市場が織り込むことは難しい

ように見えますが、当初想定しているスケジュールでの SPAC 上場は可能なのでしょうか。市場の回復を待

つという選択肢があるのでしょうか。 

これは未来のこと。未来って近未来です。なんとも言えませんけれども。 

通常の IPO と違うのは、SPAC 上場というのは、マージャーですから、SPAC との。SEC 審査さえ終われ

ば、上場することはもう可能なわけですね。IPO と違って。そういった意味では、われわれがデストニーと

いうか、上場のタイミング等、いろんなものをコントロールできるというのがやっぱり SPAC 上場の一つの

いいとこだと思うんです。 

その場合にいくらで出すのかっていうのがあるわけです。そこについては、そのときの市場環境を見なが

ら、背伸びをし過ぎて出すと株価が下がるとかっていうのもあるし、それはいろいろな環境を見ながら調整

というのはありうると思います。 

そのときに、われわれは早く Coincheck Group を NASDAQ 上場会社にし、NASDAQ 上場株というユニバー

サル・ランゲージ、ユニバーサル・カレンシーを持って、それで人材を取り、いろいろな会社を買収したり

して、グローバルに展開していこうと考えていると。 

で、そのためには、 NASDAQ に上場した方がいいんですね。そのときに例えば、市場環境でもうちょっと

待った方が値段良くなるかもしれないというときにどうするか。待つのか、出るのか。 

それは、われわれが判断するわけですけれども、そのときになってみないとわからないとしか言いようがな

いです。 

重要なのは、その前に申し上げたように、そういうデストニーを自分たちで管理できると。IPO と違って。

というところが大きな違いであると思います。だから、われわれの戦略に沿った形で、上場のタイミングを

決めていきたいと考えております。SEC がちゃんと審査が終わればですね。 

岡田様から。 

マネックス証券、売買代金シェア上昇の継続性への手応えは。競争環境が厳しい中でシェアを獲得できてい

る理由をもう少しご説明ください。 

清明 [A]：まず株式手数料を 3 月に引き下げたわけなのですが、それがまだまだ認知度は低いかなと思ってお

ります。長きにわたって、マネックス証券は手数料が高いという印象を個人のお客様持ちだったり、アフィ

リエイトサイトでもずっとそういった形でございましたので、株式取引を考えるときに、ほか様っていうの

が、これまで長く続いておりましたので。これからさらに、株式手数料は同じですと。ツールいろいろ、ユ
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ニークなツールでありますことをしっかりと浸透させていくことでシェアを上げていけるんじゃないかと思

っております。 

これまでも、マネックス証券、ツールはすごくよく使っているんだけれども取引になると手数料のこと気に

なって他社で、というお客様もいらっしゃったのも認識しておりますので、そういったお客様にしっかり

と、ツールも使っていただいて、メガスカウターとかですね。使っていただいて、取引もしていただくこと

を地道に継続して、しっかりとご案内していきたいと思っております。 

サービスは遜色ないですし、むしろユニークなサービスを出せているかなと思っております。 

松本 [A]：岡田様からもう 1 問、Coincheck について。JVCA による上場前審査撤廃など、規制緩和が報道さ

れていますが、御社への影響は見られているか。 

現時点では、ないです。実際に他社がいろいろとこの報道前も、他社が新しい通貨の取り扱いを増やしてい

ることで、Coincheck と他社の間のその通貨数における、Coincheck のアドバンテージというのは減ってき

ているわけですけれども、実際のビジネスでの影響というのはもう、ほとんどというか、なかなか比べにく

いというのはあるんですけども、ほとんど見られないと。 

ただ、今後はどうかっていうのはまた別なんですけど、それもわれわれも対応を今進めておりますので、で

すから全体でいうと、このような規制緩和がもし行われるならば、それは業界全体、Coincheck を含めた業

界全体にとってプラスであって、特に何か Coincheck にネガティブな影響があることはないと思います。 

さて、いただいているご質問は、今のところ以上です。他にご質問はございますでしょうか。 

よろしいですかね。そしたら、他にももしご質問があれば、当社の IR の方にご連絡いただければ。今日も

10 時から海外投資家向けのコールもあるので、みんなおりますので、もし何か追加ありましたらご連絡をく

ださい。 

それでは、以上でございます。ありがとうございました。 

清明 [M]：ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 
1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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